
会  長  小林 勉     クラブ会長主題 「人、出会い、交流」 

副会長  岡部八千代    国際会長 A・シヤナヴァスカーン（インド） 「より良い世界のために、共に」 

澁谷弘祐     アジア太平洋会長 ジョウン・ウォン（香港） 「大きなインパクトを起こそう」 

書  記  宮地輝子     東日本区理事 山下 真（十勝）「ワイズらしさ再発見」 

会  計  金本伸二郎    関東東部部長 鈴木雅博（江東）「CHANGE （変革）若者から発信！」 
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一枚の写真が語る昭和     岡部 八千代 

 

 

 

うまい話には裏がある       小林茂和 

「うまい話には裏がある」との諺があるように、最近、

個人的に長年付き合いがあり、また、社会的に聡明であ

ると評価される２名の相談者（以下「相談者」といいま

す）から、所謂 SNS 型投資詐欺の相談を受けましたので、

皆様にも投資詐欺に遭遇しないように気をつけていただ

きたく、以下報告いたします。 

 なお、相談者には、速やかに警察に相談してもらい、

新たな投資詐欺の被害を避けることができました。 

(1) 被害者の特性について 

  被害者は、投資に関する知識が豊富で、今まで投資

により資産を増加させていました。 

(2) 投資詐欺グループに参加した経緯 

 ア 投資詐欺グループ（以下「詐欺グループ」といい

ます）は、LINE や Instagram 等の SNS において、著

名人や実在する大手証券会社の役員やアナリストに

なりすましてメッセージや偽広告を通じて、「投資す

れば利益が出る」と思わせ、LINE グループ等の投資

勉強会等への参加を誘導します。 

イ 被害者は、LINE 等のやりとりや投資勉強会等に参加

し、「投資すれば確実に利益が出る」と思い込み、詐

欺グループが提示する偽の投資アプリ（以下「アプ

リ」といいます）をインストールし、指定された銀

行口座に振込送金します。 

ウ 詐欺グループは、アプリの画面上で定期的に嘘の利

益を表示させ、被害者の口座に少額の入金をし、「実

際に利益が出ている」と被害者に勘違いさせ、偽の

投資を継続させながら、更なる投資資金の入金を促

して偽の投資をさせます。 

(3) 被害者が疑問を抱いた経緯 
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今月の聖句 
 

鉄は鉄で研がれ、 
人はその友人の人格で研がれる。 
 

箴言第 27 章 17 節 
 

3 月 例会 
 

日時：令和 8 年 3 月 21 日（土） 

   18：00～20：00 

会場：YMCA 所沢センター 

司会  澁谷弘祐 

 1 開会点鍾       小林 勉 

  2 ワイズソング 

3 ワイズの信条 

4 聖書・祈り      金本伸二郎 

5 卓話 「100 年前の子ども達」 

            岡部八千代様      

6 YMCA 報告       太田 聡 

7 ワイズ報告      小林 勉 

8 誕生・結婚記念 

9 閉会点鍾      小林 勉 

 

 

参加・不参加またお弁当の要・不要を 

クラブ LINE で 3/16（月）までにお知らせくだ

さい。 

 



詐欺グループは、被害者の払戻請求に対して、高額な出

金手数料や税金名目での入金を求めたり、多額の払戻手

続により口座が凍結されたため、凍結を解除するため更

なる投資資金の入金を促す旨の連絡をし、これを受けた

被害者が、やっと疑問を抱き、家族や第三者に相談し、

相談された家族や第三者に説得され、警察に相談し、詐

欺の被害に遭ったことが発覚しました。 

 

 冷静に考えると、投資において「常に利益が出る」こ

とはあり得ないことであるところ、既に投資で利益を得

たことがあり、自信を有している人が陥りやすいリスク

です。 

 人生１００年と言われ、年金と貯蓄資産で生活を維持

している高齢者にとって、投資による利益は大きな魅力

ですが、自身の経験や知識を過信せず、今まで築き上げ

てきた大切な財産を維持・管理してください。 

 

例会報告            金本伸二郎 

開催日時：２０２６年２月１４日（土）18：00～ 

開催場所：YMCA 所沢センター 

出席者（敬称略）：小林（勉）、大澤、柿原、宮地、小林

（茂）、小林（恵）、上山、太田、金本（以上９名） 

 

 小林会長の開会点鐘、ワイズソング、ワイズの信条、

聖句朗読、祈りとセレモニーの後、会食となった。 

 会食はヤオコーお弁当。そこからひとしきり中食弁当

（コンビニやスーパーマーケットの中でもヤオコーは美

味しい等）の話題と株式会社ヤオコーの話で盛り上がる。

ヤオコーの社会的貢献活動の話となり、フードバンクの

関係者を同社が主催するキャンプに招待するがＹＭＣＡ

が全面支援することになっていることなど、ＹＭＣＡと

つながりも話された。 

 

 太田総主事からは、ＹＭＣＡ報告があり、その中で、

とりわけ主事のステップアップ研修の話がなされた。総

主事の今後の働きの重さと期待が滲みでる内容であった。 

 

 ワイズ関係では、埼玉 3 ワイズとＹＭＣＡとの合同会

があり小林会長、大澤さん、宮地さんが出席され、その

時の様子を宮地さんが報告された。 

また、今後の活動では①東日本区大会には、大澤さん、

宮地さん、八重樫さん②ドバイ世界大会には大澤さんが

出席予定である。 

また来年度は関東東部部会の回数が減ることから、お茶・

クッキーの販売にメンバーの協力を促された。 

 引き続き、2026-2027 年度所沢クラブの役員について

話し合われた。本日参加者の総意で小林（勉）さんに次

年度も会長をお願いすることとなった。役員として次の

通り選出した。 

会長：小林（勉）さん（留任）、副会長：澁谷（弘）さん

（留任）、金本、会計：上山さん、ブリテン：宮地さん（留

任）、なお、大澤さんは会員増強主任に引き続き担当され

ることになっている。 

3 月 14 日・15 日開催の役員研修会には小林会長代理と

して小林（恵）さんが大澤さんと共に出席することとな

った。 

来年度の具体的な活動については今後計画していくが、

卓話者として上山さん、大澤さんなどクラブ員からの話

も聞きたいとの声が上がった。 

 

YMCA 報告(埼玉 YMCA 総主事)    太田 聡           

■東日本スタッフ研修会 

2 月 17 日から 19 日の 3 日間 、福島県双葉町・富岡町・

浪江町を舞台に「東日本地区 YMCAスタッフ研修会 2026」

が開催されました 。この研修は、東日本大震災と原子力

災害の経験を今に伝える地に身を置き、YMCA の原点と自

身の使命を見つめ直す大切な学びの場です 。今回はウエ

ルネスの大井恵美子さんと共に参加いたしました。 

現地では、地震・津波、そして原発事故という「三重の

災害」に見舞われた地域の過酷な現実に直面しました。

2 日目のフィールドワークでは、講師の川上直哉牧師、

金迅野牧師に加え 、長年埼玉 YMCA の理事を務められた

大島博幸牧師の案内により、被災地の今を歩きました。

福島で作られた電力が東京を中心とする私たちの生活を

支えてきたという事実を、私たちは改めて重く受け止め

なければなりません。 

3 日目には、金先生による聖書と現地の状況を重ね合わ

せた講義が行われ 、私たちが目で見て肌で感じた断片的



な経験を一つのメッセージへと繋ぎ合わせる、深い内省

の時を持ちました。 

また研修中、大島先生より「今も続けている放射線量の

計測活動などについて、ぜひ埼玉で報告会を行いたい」

との力強いお言葉をいただきました。2026 年度の新たな

企画として、この報告会を実現させたいと考えておりま

す。 

2025 年度も多大なるご支援を賜り、心より感謝申し上げ

ます。2026 年も皆様と共に「地域に根ざし、地域に用い

られる YMCA」として歩みを進めてまいります。新年度の

活動へのご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ボランティア活動発表会に行って  宮地輝子 

2 月 21 日、狭山市社協でボランティア活動体験発表会

が行われました。 

所沢クラブの大澤さんがジョイスタディについて発表

されました。他に｢水野の森里山の会｣「狭山朗読グルー

プ」「源義高こいのぼりの会」の皆さんの発表がありまし

た。 

教員だった大澤さんは退職の年の秋に「学級崩壊の 6

年のクラスを持ってくれないか」と言われ、悩みながら

、受け持ち、手に負えないような子ども達だったそうで

すが、4 か月後の卒業の時にはボスだった子が「教師に

なりたい」と言ってくれるようになり、クラス全体見違

えるように変わり、卒業していったそうです。そんな体

験を通して、「ダメな子はいない」「子どもは変わる」と

確信し、学習支援教室のジョイスタディを始めることに

なって 13 年が過ぎたそうです。 

他にも、自宅を「ふらっと JOY」として開放し、大人

のスマホ教室や聖書の勉強会、子ども食堂（不登校の子

限定の）、お絵かき教室など、大人や子供にも、「居心地

よい小さな居場所として、これからも活用してほしいと

思っている。」との発表をされました。 

日頃から、所沢ワイズも、何かと、ふらっと JOY を利

用させていただき、例会を開きます。新年会や暑気払い

でお馴染みです。ワイズメンズクラブの活動もボランテ

ィァ、他にもフードバンクのお手伝いなど、広く強い繋

がりの中で、多くのボランティアされていることを知り

ました。そのような大澤さんは所沢クラブの自慢です。 

それにしても、大澤さんに限らず、YMCA を支援す

るというワイズメンズクラブの活動は地域社会への奉仕

や、青少年の育成、会員同士の親睦などを目的として活

動しています。チャリティランやフェスティバル、ゴミ

拾いはもちろん、私たちワイズメンが日ごろ、何気なく

していることがボランティア活動をしていることになる

のだと思うと、わずかでも世の中のためになっているの

かと喜びを感じることができました。 

                       

今後の行事予定          宮地輝子 

３月７日(土) 「関東東部の集い」 

        東京 YMCA 東陽町センター 

３月 14(土)～15(日) 次期会長・役員研修会 

          YMCA 東山壮 

3 月 21 日(土) 3 月例会   例会報告 小林茂和 

        卓話 「100 年前の子どもたち」 

            岡部八千代 

3 月 28 日(土) 川越クラブ「こんにゃくパークツアー」 

        大澤・岡部・宮地参加予定 

4 月 1 日(水) ブリテン発行   一面 小林恵子 

4 月 25 日(土) 4 月例会 

        W4W（ゴミ拾いを兼ねる） 

       秩父方面の探求 

       秩父影森の 95 歳の現役店主訪問 

5 月 9 日(土) 5 月例会 14：00～16：00 

       YMCA 子育ち子育てセンター 

       映画会 

      「荒野に希望の灯をともす」中村哲さん 

2 月例会   

所沢クラブ    9 名 

100g 1,000 円の煎茶 

200ｇ 1,000 円の粉茶 

さやま茶羊羹 

注文は 大澤 090-4835-0233 


